別表
懲戒処分の量定基準
処分事由(非行の種類)


標準的な懲戒処分の量定

1　服務、業務処理関係


紀律違反の程度に応じて、戒告又は減給
特に情状の重い場合は、停職

2　公金、公物取扱関係
事故又は過失による場合

戒告


職務怠慢による場合

戒告又は減給

3　公金、公物の不正領得関係
不正取扱

戒告、減給又は停職
悪質なものは、免職


窃取・詐欺

免職


横領
普通横領
免職又は停職



一時借用
停職、減給又は戒告

4　収賄関係
一般の収賄

免職、停職又は減給


金額が特に少ない等軽減事由がある場合

停職、減給又は戒告

5　私用関係
一般の信用失墜行為

戒告


特に著しい信用失墜行為の場合

停職又は免職

6　監督責任関係
監督上の職務怠慢

戒告


監督上の著しい職務怠慢

減給

7　交通法令違反関係


戒告、減給、停職又は免職
(細目は附表1のとおり)

(注)　1　細目は附表2に定める。
